
４
分
科
会
で
討
議

４
分
科
会
で
討
議

活
動
の
ヒ
ン
ト
得
る

活
動
の
ヒ
ン
ト
得
る

令
和
５
年
度 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

地
域
の
健
康
と
幸
福
の
た
め
に

地
域
の
健
康
と
幸
福
の
た
め
に

令
和
５
年
度 

会
長
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
５
年
６
月
29
日（
木
）、

兵
庫
県
民
会
館
で
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
近
畿

２
府
４
県
４
政
令
市
か
ら
約

200
名
の
参
加
が
あ
り
、
神
戸

市
老
連
か
ら
21
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

兵
庫
県
老
連
の
中
村
美
津

子
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
笹

尾
勝
常
務
理
事
よ
り
「
老
人

ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」
と

題
し
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
講
演
に
う
つ
り
、
人

材
養
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
浅
見
真
一
氏
よ
り
「
人
と

か
か
わ
る
、人
と
出
会
う
」〈
老

人
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
ま
で
・
こ

れ
か
ら
〉
を
テ
ー
マ
に
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
イ
ス

　

令
和
５
年
6
月
23
日（
金
）、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー

ル
に
て
、
会
長
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や
自
己
紹
介

を
通
じ
て
、
会
場
は
笑
顔
が

広
が
り
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。

ま
た
、
自
己
分
析
を
行
う
際

に
使
用
す
る
心
理
学
モ
デ
ル

の
ひ
と
つ
「
ジ
ョ
ハ
リ
の
窓
」

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、

会
長
や
役
員
の
自
己
開
示
が

い
き
い
き
と
し
た
老
人
ク
ラ

ブ
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
4
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
、
事
例
発
表
と

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神

戸
市
老
連
か
ら
は
、
第
３
分

科
会
の
発
表
者
と
し
て
、
垂

水
区
つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
新
谷
寛
子
会
長
が「
地

域
団
体
と
の
交
流
」
と
題
し

発
表
。
自
治
会
を
は
じ
め
、

民
生
委
員
、
ふ
れ
あ
い
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
、
地

域
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
活

動
に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
り
分
か
り
ま
し
た
。

　

他
の
分
科
会
で
も
、
ス
マ

ホ
講
座
の
開
催
や
、
会
員
増

強
に
つ
な
げ
る
声
か
け
事
例

な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
意

見
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
会
員
の
声
か
け

が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増

や
し
、
活
発
に
活
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

近
藤
理
事
長
の
挨
拶
に
続

き
、
参
加
し
た
単
位
ク
ラ
ブ

の
会
長
や
副
会
長
等
の
リ
ー

ダ
ー
343
名
は
、
２
つ
の
講
演

を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
講
演
は
、
神
戸

市
環
境
局
自
然
環
境
課
の
岡

田
篤
課
長
よ
り
「
新
た
な
温

暖
化
防
止
対
策
『
ブ
ル
ー
カ

ー
ボ
ン
』
の
役
割
」
と
題
し

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
中
に
海
藻
な
ど
を
育
て

る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
さ
せ
る
と
い
う
温
暖
化

防
止
対
策
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
」
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
神
戸
市
で
は
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
神

戸
空
港
周
辺
の
海
域
や
須
磨

海
岸
、
兵
庫
運
河
な
ど
に
施

設
を
設
け
て
活
動
し
て
い
る

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

二
つ
目
の
講
演
は
、
神
戸

市
福
祉
局
の
若
杉
穣
副
局
長

に
よ
る
「
神
戸
の
高
齢
福
祉

〜
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

取
り
組
み
〜
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
お
話
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
神
戸
市
が
高

齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
行
っ
て
い
る
「
介
護

保
険
制
度
の
導
入
」「
介
護

予
防
へ
の
取
り
組
み
」「
認

知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」「
高
齢
福
祉
の
今
後
」「
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
期

待
す
る
こ
と
」
の
5
つ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
継
続
し
て
進

化
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体

の
健
康
と
幸
福
が
一
層
推
進

さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。
ど
の
講
演
も
非

常
に
興
味
深
く
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
密
接
に
関
わ
る

テ
ー
マ
ば
か
り
で
し
た
。

　

最
後
に
、
文
化
研
修
部
会

の
森
松
部
会
長
よ
り
「
今
後

の
活
動
の
糧
に
し
て
ほ
し

い
」
と
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

中村美津子会長あいさつ 岡田篤課長岡田篤課長若杉若杉穣穣副局長副局長

仲
間
と
交
流

�

笑
顔
輝
く

狙い定め振り切れ狙い定め振り切れ
� 214名ベスト尽くす� 214名ベスト尽くす

令和 5 年度 春季グラウンドゴルフ大会
　

令
和
５
年
５
月
18
日（
木
）、

青
空
が
広
が
り
、
爽
や
か
な

風
が
吹
く
中
、
し
あ
わ
せ
の

村
多
目
的
運
動
広
場
に
て
春

季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
個
人
戦
で
、
参
加

し
た
214
名
の
選
手
は
芝
生
が

広
が
る
3
コ
ー
ス
27
ホ
ー
ル

を
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
狙
い

つ
つ
最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
方

か
ら
は
「
順
位
よ
り
も
皆
さ

ん
と
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ

ー
で
き
る
こ
と
が
楽
し
い
」

と
い
う
声
も
あ
り
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
う
だ
け
で

な
く
、
地
区
を
越
え
て
交
流

を
育
む
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
通
り

で
す
。
な
お
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
は
11
名
が
達
成
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

214 名が自己ベストめざす

【
男　

性
】

１
位　

小
林　
　

大�

西　

区

２
位　

岡
本　

幸
雄�

垂
水
区

３
位　

浜
崎　

俊
二�

須
磨
区

４
位　

村
田　

弘
司�

西　

区

５
位　

櫻
井　

信
幸�

垂
水
区

【
女　

性
】

１
位　

岡
本　

貞
美�

須
磨
区

２
位　

杉
尾　

は
る
み�

兵
庫
区

３
位　

藤
井　

志
都
香�

西　

区

４
位　

長
谷
川　

律
子�

須
磨
区

５
位　

杉
野　

喜
久
子�

中
央
区

上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）
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区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

西
区
老
連

兵庫区老連

　

６
月
27
日
（
火
）、
28
日
（
水
）、
鳥

取
に
お
い
て
、
西
区
老
連
第
27
回
健
康

増
進
遠
征
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
、

108
名
（
男
79
・
女
29
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年
・

３
年
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年

度
に
続
き
開
催
で
き
た
事
は
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は
、
気
温
35

度
を
超
え
る
猛
暑
の
中

で
の
大
会
で
、
熱
中
症

に
な
ら
な
い
か
心
配
で

し
た
が
、
今
大
会
は
梅

雨
前
線
の
影
響
で
、
大

気
が
不
安
定
に
な
り

雷
・
大
雨
に
見
ま
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
心

鳥
取
遠
征
Ｇ
Ｇ
大
会

　
"コ
ロ
ナ
前
に
戻
る
"

会
長
・
副
会
長
研
修
会

上位３名表彰

2 日目試合開始前

配
で
し
た
。
し
か
し
、
2
日
間
「
梅
雨

空
の
合
間
」
で
表
彰
式
に
小
雨
が
降
り

ま
し
た
が
、
プ
レ
ー
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

※
皆
さ
ん
、
雨
合
羽
・
多
く
の
着
替
え

を
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
遠
征
最
大
の
楽
し
み
で
あ
る
タ

食
時
（
懇
親
会
）
で
の
カ
ラ
オ
ケ
は
、

各
協
議
会
か
ら
選
ば
れ
た
16
組
が
出
場

さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
『
酒
』
を
酌
み
交
わ
し
話
を
し
て
、

多
く
の
人
と
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
大
会
か
ら
、表
彰
は
「
総
合
の
部
」

1
位
〜
10
位
の
他
に
、
新
た
に
「
女
子

の
部
」
1
位
〜
3
位
を
設
け
ま
し
た
。

参
加
人
数
の
減
少
な
ら
び
女
子
に
少
し

で
も
多
く
参
加
し
て
貰
お
う
と
新
設
し

た
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
遠

征
大
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大会結果
順位 氏名 所属 打数

総合の部

1 位 藤本　邦弘 櫨谷長寿会 154

2位 黒野　文章 西神NT老人クラブ 161

3位 小池　孝司 櫨谷長寿会 164

4位 池内　敏明 櫨谷長寿会 164

5位 渡辺　明義 押部谷老人クラブ） 165

6位 小泉　　昭 西神NT老人クラブ 168

7位 山本　栄二 櫨谷長寿会 169

8位 松崎　行雄 西神NT老人クラブ 169

9位 藤井　明代 櫨谷長寿会 169

10 位 末長　則幸 玉津寿楽会 169

女子の部

1 位 藤井　明代 櫨谷長寿会 169

2位 皐月　恭子 岩岡老人クラブ 174�

3 位 清川冨貴子 岩岡老人クラブ 174

　

６
月
27
日
（
火
）、
28
日

（
水
）
に
４
年
振
り
と
な
る

１
泊
２
日
の
研
修
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
午
前
８
時
30
分
に

兵
庫
区
役
所
前
を
出
発
し
て

三
重
県
伊
勢
神
宮
（
外
宮
）

を
参
拝
の
あ
と
午
後
３
時
か

ら
当
日
の
宿
泊
場
所
で
あ
る

鳥
羽
・
扇
芳
閣
に
て
い
よ
い

よ
研
修
会
で
す
。
18
ク
ラ
ブ

か
ら
30
名
が
出
席
し
て
７
名

か
ら
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
定
例
行
事
、
良
か
っ
た

こ
と
、
問
題
点
、
悩
み
ご
と
、

区
老
連
に
対
す
る
要
望
な
ど

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で
は

主
に
輪
投
げ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
の
健
康
づ
く
り

と
清
掃
活
動
で
す
が
、
麻
雀

教
室
や
手
芸
教
室
、
カ
ラ
オ

ケ
、
そ
の
他
参
考
に
な
る
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
問
題
点

は
や
は
り
会
員
の
減
少
で

す
。

　

研
修
会
終
了
後
は
温
泉
で

―旅行行程表 ―

1 日目 西区各地発―権現湖 PA（合流）―「グラウンドゴルフの里公園 潮風の丘とまり」
（4 コース× 8 ホール）―はわい温泉 千年亭 ―タ食（懇親会）　《昼食》お弁当（車中にて）

2 日目 千年亭発―「白兎グラウンドゴルフ場」（4 コース× 8 ホール）・表彰式―
砂丘センター見晴らしの丘（昼食）―賀露港中村商店（海産物のお買物）―西区各地着

日頃の疲れを癒やす最高の旅に！日頃の疲れを癒やす最高の旅に！

研修会風景研修会風景本
棚
の
整
理
中
に
懐
か
し
い
絵
が
あ
り
ま
し

た
。
思
い
出
せ
ば
…
こ
れ
を
描
い
た
翌
年
に

大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。

【
東
灘
区
】
前
田
町
さ
つ
き
会　

江
口　

二
三

とっておきの作品

《必要事項》①氏名（ふりがな）�②クラブ名�
③題名�④郵便番号�⑤住所�⑥電話番号

※�葉書サイズ（100mm×148mm以内）・色紙サイズ
（242mm×272mm以内）でお願いします。それ以外は
受付できません。
※�作品は随時ご返却いたしますが、長期間お預かりする場合
がありますのでご了承ください。
※�作品は丁重に取り扱いますが、損傷については理由のいか
んに関わらず、一切の責任は負いません。

《宛先》〒650-0016神戸市中央区橘通3-4-1
KOBEシニアクラブ 「とっておきの作品」係

会員の皆様から絵はがき＆色紙絵を募集しています。必
要事項を記入したものを同封の上、作品をお寄せ下さい。

「とっておきの作品」募集中!

宴
会
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
！

宴
会
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
！

旅
の
疲
れ
を
流
し
て
午
後
６

時
30
分
か
ら
食
事
、
カ
ラ
オ

ケ
、
ど
じ
ょ
う
掬
い
ま
で
飛

び
出
し
、
終
始
な
ご
や
か
に

１
日
目
が
終
了
。

　

翌
日
、
午
前
８
時
30
分
に

宿
を
後
に
し
て
、
内
宮
参
拝

と
お
か
げ
横
丁
で
の
買
物
な

ど
を
楽
し
み
午
後
5
時
30
分

区
役
所
前
へ
無
事
帰
着
し
ま

し
た
。
初
参
加
の
方
々
と
も

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

一般社団法人 神戸市老人クラブ連合会
〒650-0016　神戸市中央区橘通3-4-1
☎078-341-8507�　FAX�078-341-8524
https://kobeshirouren.or.jp/

老人クラブ 会員募集
仲間の輪、広げよう
仲間を増やして

毎日楽しく、いきいきと！
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

須
磨
区

　
中
落
合
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

坂
本
　
一
昭

　

平
成
26
年
頃
か
ら
当
時
民

生
委
員
の
私
た
ち
3
人
は
、

Ｕ
Ｒ
分
譲

350
戸
の
住
民
交
流

の
必
要
性
を
訴
え
、
平
成
27

年
2
月
に
有
志
31
名
で
中
落

合
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
設
立
し

た
。
所
在
地
は
名
谷
駅
北
東

徒
歩
7
、
8
分
の
交
通
至
便

地
で
、大
型
商
業
施
設
、病
院
、

北
須
磨
文
化
セ
ン
タ
ー
や
落

合
中
央
公
園
も
近
い
。

　

当
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の
活

動
は
広
報
紙
「
か
わ
ら
版
」

の
発
刊
。〝
会
員
交
流
は
情
報

共
有
か
ら
〟
と
設
立
以
降
毎

灘
区

　
篠
原
青
葉
会仁

居
津
　
勲

　

今
年
は
暖
か
い
日
が
続
き
、

桜
は
も
う
半
ば
葉
桜
！
兵
庫

は
五
国
で
淡
路
島
は
神
話
と

海
と
食
、
今
回
は
花
が
主
役
の

旅
。
区
老
連
の
日
帰
り
バ
ス
は

手
軽
で
、
近
畿
近
辺
の
新
し
い

魅
力
を
案
内
し
て
く
れ
る
。

　

４
月
６
日
（
木
）、
区
老
連

の
花
見
バ
ス
は
、
車
窓
に
六
甲

山
の
山
桜
を
見
つ
つ
、
田
ん
ぼ

の
水
面
に
映
す
４
キ
ロ
の
桜
並

木
で
有
名
な
お
の
桜
堤
回
廊

は
盛
り
過
ぎ
。
一
路
明
石
海
峡

大
橋
を
抜
け
、
明
石
海
峡
公

北
区

　
中
里
楽
山
会

藤
原
　
玉
太
郎

　

昨
年
４
月
の
「
観
桜
会
」
で

会
員
の
方
か
ら
「
自
然
が
近

い
場
所
に
あ
る
当
会
で
『
バ
ー

学
校
に
し
よ
う
と
、
毎
週
木

曜
日
に
花
苗
移
植
、
施
肥
、

花
柄
摘
み
な
ど
に
勤
し
ん
で

い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
緊
急
事
態
宣

言
下
以
外
は
感
染
防
止
対
策

を
と
っ
て
活
動
を
継
続
し
て

き
た
。
だ
が
、
自
治
会
が
3

年
間
活
動
自
粛
で
夏
ま
つ
り

中
止
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
も
当
ク
ラ
ブ
単
独
実

施
と
な
り
参
加
者
数
は
減
少

し
た
。
今
後
は
自
治
会
と
の

共
催
な
ど
に
よ
る
活
動
立
直

し
が
急
務
で
あ
る
。

　

ま
も
な
く
設
立
10
年
を
迎

え
る
会
員
数
61
名
の
当
ク
ラ

ブ
は
、
好
立
地
の
利
点
を
生

か
し
て
〝
フ
レ
イ
ル
予
防
〟

を
合
言
葉
に
、
自
治
会
、
ふ

れ
ま
ち
協
議
会
と
連
携
し
た

健
康
づ
く
り
の
取
組
み
の
ほ

か
、
新
た
に
ワ
ン
コ
イ
ン
・

ラ
ン
チ
会
開
催
な
ど
に
よ
っ

て
交
流
活
動
の
充
実
を
め
ざ

し
て
い
る
。

月
発
行
し
、
本
年
６
月
号
が

第
100
号
と
な
っ
た
。
そ
の
配

付
は
役
員
が
会
員
相
互
の
見

守
り
を
兼
ね
て
会
員
宅
を
訪

問
し
て
行
う
と
と
も
に
、
10

戸
毎
の
階
段
脇
と
屋
外
の
各

掲
示
版
に
も
掲
出
し
、
非
会

員
の
当
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
理

解
と
協
力
促
進
に
も
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
会
員
の
健
康
づ
く

り
と
地
域
の
再
発
見
を
め
ざ

す
「
里
山
・
歴
史
ウ
オ
ー
ク
」

を
毎
年
７
、８
回
実
施
。
当
ク

ラ
ブ
が
始
め
、
後
に
花
谷
ふ

れ
ま
ち
協
議
会
と
の
共
催
と

し
て
、
本
年
5
月
に
は
兵
庫

区
の
「
池
長
植
物
研
究
所
」

跡
地
を
14
名
で
訪
ね
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
モ
デ

ル
の
牧
野
富
太
郎
が
植

物
分
類
学
研
究
資
料
や

文
献
集
め
で
経
済
的
に

困
窮
し
た
際
に
神
戸
の

資
産
家
・
池
長
孟
が
大

正
７
年
に
会
下
山
小
公

園
の
麓
に
設
け
昭
和
16

年
ま
で
あ
っ
た
場
所

だ
。
ほ
か
に
も
地
元
の

花
谷
小
学
校
を
校
名
ど

お
り
の
花
い
っ
ぱ
い
の

兵庫津ミュージアムから兵庫大仏へ

バードウォッチを楽しむ様子

野鳥の会のみなさま

牧野富太郎の植物研究所跡地

園
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
丘
」
へ
。

　

100
新
種
18
万
本
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
広
い
池
と
新
緑
の

樹
々
を
舞
台
に
よ
く
手
入
れ

さ
れ
育
て
ら
れ
た
広
い
美
し
い

数
多
く
の
花
壇
が
次
々
に
広

が
る
。
形
も
色
も
様
々
に
鮮

や
か
な
景
観
で
圧
倒
さ
れ
る
。

ゆ
っ
た
り
と
池
一
周
の
贅
沢
な

散
歩
を
約
1
時
間
、
花
を
愛

で
な
が
ら
、
同
行
の
仲
間
と
語

ら
い
な
が
ら
の
夢
の
よ
う
な
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。

　

あ
わ
じ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
で
昼
食
と
買
物
の
後
、

あ
わ
じ
花
さ
じ
き
へ
。
あ
わ

じ
花
さ
じ
き
「
菜
の
花
畑
」

に
は

100
万
本
の
菜
の
花
が
視

野
一
杯
に
咲
き
誇
る
。
春
の

夕
陽
の
迫
る
中
、
風
が
緩
や

か
な
斜
面
を
吹
き
お
ろ
し
、

一
面
の
黄
色
い
絨
毯
に
波
風

が
そ
よ
ぐ
。
こ
ん
な
景
観
、

爽
や
か
な
心
地
良
さ
に
倖
せ

を
実
感
し
た
。
司
馬
遼
太
郎

の
「
菜
の
花
の
沖
」
を
思
い

出
し
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
に
想

い
を
馳
せ
る
。

　

そ
う
云
え
ば
、
灘
の
花
は

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
灘
の
歴

史
の
花
は
菜
の
花
。
朝
夕
不

安
定
な
天
気
の
中
、
観
光
中

は
傘
要
ら
ず
、
夕
ベ
に
は
陽

ざ
し
に
恵
ま
れ
て
黄
色
い
花

の
絨
毯
と
海
の
広
が
り
は
、

さ
な
が
ら
灘
区
老
連
の
発
展

を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
だ
。

　

感
動
の
花
旅
に
こ
の
時
、

こ
の
処
、
そ
し
て
同
行
の
皆

さ
ん
の
活
躍
と
心
掛
け
の
お

陰
で
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

美しきチューリップの丘

ド
ウ
ォ
ッ
チ
』
を
し
て
は
？
」

と
提
案
が
あ
り
、
観
察
地
域

を
近
隣
調
査
し
た
結
果
で
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
５
月
に
森
林
植

物
園
へ
、
10
名
の
参
加
が
あ
り

「
野
鳥
の
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

会
員
で
野
鳥
や
草
花
に
詳
し

い
リ
ー
ダ
ー
の
安
井
国
夫
さ
ん

か
ら
、
ま
ず
双
眼
鏡
の
扱
い
方
、

野
鳥
の
見
つ
け
方
、
鳴
き
声
の
特

徴
等
の
説
明
を
受
け
出
発
し
ま

し
た
。
高
木
に
い
る
鳥
、
低
木
の

中
に
い
る
小
さ
な
鳥
…
目
で
は
見

え
て
も
双
眼
鏡
で
は
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
動

き
が
早
く
止
ま
っ
て
い
る

場
所
す
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
！

　
「
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
」
や

「
シ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
」
そ
し
て
「
コ

ゲ
ラ
」
な
ど
が
よ
く
鳴
い
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
草
花
が
多
く
咲
き

乱
れ
て
驚
く
ば
か
り
！！
色
と
り

ど
り
の
菖
蒲
や
オ
オ
デ
マ
リ
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
そ
し
て
変
わ
っ

た
名
前
の
セ
イ
ヨ
ウ
バ
ク
チ
な

ど
楽
し
い
２
時
間
で
し
た
。

　

毎
月
第
３
金
曜
日
が
定
例
会

で
す
。
森
林
植
物
園
、
し
あ
わ

せ
の
村
（
藍
那
の
里
）、
菊
水

山
の
三
カ
所
を
月
ご
と
に
決
め

て
観
察
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
10
回
78
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

部
員
を
増
や
し
て
活
動
し
ま
す
。

☆
中
里
町
は
有
馬
街
道
水
呑

み
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
で

す
。
鈴
蘭
台
高
校
が
あ
り
菊

水
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
の
途
中

に
位
置
し
ま
す
。

自
治
会
、ふ
れ
ま
ち
と
の
連
携
も

感
動
の
淡
路
花
比
べ・目
の
前
で
愛
で
景
観
に
圧
倒
さ
れ

空
気
が
お
い
し
く
鳥
や
花
を
楽
し
む「
野
鳥
の
会
」

KOBEシニアクラブ 　　　第702号（3）　　　令和５年�９月10日　（日曜日）　　　



文
芸
欄

文
芸
欄

俳
　
句

俳
　
句

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

小
雨
降
る
あ
じ
さ
い
寺
の
傘
の
列�

和　

子

梅
雨
晴
れ
間
観
光
船
に
波
き
ら
ら�

悦　

子

青
梅
や
酒
に
砂
糖
に
浮
か
び
お
り�

千
枝
子

声
の
し
て
仰
げ
ば
虹
の
波
戸
岬�

道　

子

梅
雨
時
は
気
合
を
入
れ
て
や
っ
と
立
ち�

惠　

子

葉
隠
れ
の
青
梅
一
つ
飢
へ
し
眼
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

丘　

青
梅
の
少
し
熟
し
て
紅
を
さ
す�

和　

志

朝
の
風
棚
田
波
打
つ
青
田
風�
啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

際き
わ

だ
つ
や
暮
色
の
中
に
白
紫
陽
花�

岡
田
富
早
恵

梅
雨
空
に
明
る
さ
添
え
る
立
葵�

林　
　

靜
野

竹
林
に
色
添
え
て
咲
く
山
の
藤�

藤
田
ユ
イ
子

炎
天
に
杖
を
た
よ
り
に
家
路
坂�

藤
井　

歌
子

冷
奴
ガ
ラ
ス
皿
に
て
も
て
な
し
ぬ�

粟
野　

富
江

早
や
日
焼
け
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
の
向
い
の
娘�

山
田　

朝
子

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

紫
陽
花
に
競
ふ
彩
あ
り
傘
の
波�

馬
場
み
つ
え

凌の
う
ぜ
ん
か

霄
花
今
年
も
咲
き
て
吾あ

も
あ
り
て�

前
川　

弘
子

久
し
ぶ
り
一
病
共
に
敬
老
会�

山
本　

恒
雄

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

山
肥
ゆ
る
あ
ま
た
の
緑
犇ひ

し

め
き
て�

南　

久
美
子

梅
雨
曇
り
苔
の
緑あ

お

さ
を
言
い
は
な
ち�

松
村
二
三
枝

タ
ン
デ
ム
の
赤
い
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
夏
来
る�

若
林　

節
子

孫
帰
省
鶏
の
唐
揚
大
皿
に�

山
下　

久
一

ほ
う
た
る
や
戦
火
に
散
り
し
若
き
叔
父�

笠
井　

照
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

こ
ぼ
れ
落
つ
赤
く
熟
せ
り
ゆ
す
ら
う
め�

辻　

寿
賀
子

梅
雨
晴
れ
間
ト
ン
ボ
見
つ
け
て
ひ
孫
呼
ぶ�

石
井　

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

歳
重
ね
更こ

ろ
も
が
え衣
に
も
一
息
し�

塩
見　

光
子

住
む
人
の
な
き
軒
し
た
に
つ
ば
め
の
子�

田
中　

弘
子

青
春
の
恋
よ
み
が
え
り
青
林
檎�

筒
井　

豊
子

黄
昏
れ
て
十
薬
の
花
な
ほ
白
し�

中
井　

光
子

梅
雨
雲
に
下
校
児
傘
を
持
て
余
す�

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

夜
な
べ
し
て
母
様
手
縫
い
藍
浴
衣�

金
行　
　

隆

奥
飛
騨
の
朝
は
火
を
入
れ
明
け
易
し�

久
松　

礼
子

ム
ッ
ク
リ
は
ア
イ
ヌ
乙
女
の
非
恋
の
音ね�

松
本　

洋
子

散
り
て
な
ほ
水
面
に
咲
く
や
合
歓
の
花�

増
田　

嗣
夫

現
生
は
色
即
是
空
合
歓
の
花�

岸
下　

庄
二

眠
く
な
る
児
の
手
の
温
み
合
歓
の
花�

秋
山　

弘
之

梅
雨
出
水
田
ご
と
の
堰
を
開
け
放
つ�

脇
坂
有
多
子

ね
じ
花
の
左
右
自
在
に
巻
き
に
け
り�

黒
田　

久
江

姉
か
ら
の
絵
手
紙
す
ら
り
花
菖
蒲�

藤
井
久
美
子

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

波
音
を
耳
に
旅
寝
や
明
易
し�

上
原　

綾
子

明
日
生
き
る
為
の
体
操
冷
麦
茶�

岩
田
美
代
子

短
夜
の
目
覚
め
る
度
に
見
る
時
計�

松
下
修
二
郎

夕
ま
ぐ
れ
網
戸
あ
た
ふ
た
繕
ひ
ぬ�

林　
　

慎
一

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

夏
草
や
我
が
庭に

わ

一
面
ひ
ろ
が
り
て�

中
村
佳
代
子

宿
題
を
お
っ
ぽ
り
出
し
て
日
焼
の
子�

久
下　

順
司

夏
草
や
繁
る
に
ま
か
せ
吾
が
空
屋�

山
本
雄
二
郎

泡あ
わ
も
り盛
で
ま
す
ま
す
赤
く
日
焼
け
顔か

お�

樋
山　

隆
夫

ア
ス
リ
ー
ト
自
慢
は
日
焼
け
顔
の
傷き

ず�

木
村　

敏
博

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

学
園
の
昼
の
チ
ャ
イ
ム
や
風
薫か

お

る�

田
畑
美
恵
子

寝
苦
し
き
明
け
方
う
れ
し
ホ
ト
ト
ギ
ス�

大
上　

昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

里
遠
く
廃
線
横
に
山
吹
花�
大
橋　

治
子

腹
掛
け
を
片
手
に
孫
を
追
ひ
し
か
な�
尾
上　

正
紀

父
の
日
は
ポ
ロ
と
帽
子
が
セ
ッ
ト
成
り�
喜
田　

弘
征

梅
雨
晴
間
博
物
館
の
長
い
列�

阪
本　

道
子

草
い
き
れ
山
の
墓
地
の
菩
薩
像�

田
野　

育
利

菖
蒲
湯
に
子
の
数
え
居
る
百
の
数�

森
本　

珠
実

◆
個
人

秋
を
待
つ
も
み
じ
の
緑
う
す
化
粧�

（
東
）
北
田　

建
樹

紫
陽
花
や
空
も
澄
み
き
る
藍
の
色�

（
灘
）
都
倉　

知
子

幼お
さ
な
ご児
が
蝸
牛
み
て
指
で
押
す�

（
灘
）
山
上　

幸
子

歳
若
き
親と

も友
の
訃
報
や
梅
雨
し
と
ど�

（
北
）
植
田
き
み
子

吾
が
庭
に
心
ゆ
る
し
て
夏
の
蝶�

（
北
）
竹
村　

良
子

学
童
の
白
服
ま
ぶ
し
声
高
し�

（
北
）
山
田
キ
ミ
子

梅
雨
晴
間
樹
木
輝
や
く
朝
日
か
な�

（
長
）
山
口　

茂
子

廃
校
の
村
に
目
高
の
生
ま
れ
け
り�

（
須
）
福
本　

和
恵

純
白
の
ゆ
り
に
埋
も
る
卆
寿
か
な�

（
垂
）
藤
田　

恵
子

道
の
駅
残
り
一
個
の
柏
も
ち�

（
垂
）
松
本　

淑
美

漆
黒
の
水
面
を
照
ら
す
月
灯
り�

（
西
）
芝
田　

律
子

切
り
株
に
腰
預
け
る
や
春
夕
陽�

（
西
）
寺
岡　

洋
子

川
　
柳

川
　
柳

筑
栄
会
（
北
区
）

羨う
ら
や

ま
し
肌
の
色
つ
や
油
虫�

あ
き
ら

虫
達
は
花
の
蜜
吸す

い

恋
を
す
る�

ま
り
子

み
ご
と
咲
く
花
に
隠
れ
た
だ
ん
ご
虫�

ま
さ
こ

旅
立
ち
は
ま
だ
先
で
す
と
医
者
が
言
う�

よ　

し

加
令
か
ら
次
々
解
散
同
好
会�

三　

茶

銀
ヤ
ン
マ
メ
ス
に
仕
立
て
て
オ
ス
を
捕
る�

か
ほ
う

会
え
ぬ
日
は
想
い
想
わ
れ
夢
に
み
る�

と
し
こ

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

今
の
世
は
貧
富
積
み
木
の
成
れ
の
果
て�

荒
木　

宗
Q

あ
と
幾
年
頭
抱
え
る
ケ
ア
プ
ラ
ン�

京
念
久
美
子

つ
も
り
貯
金
空
箱
の
み
が
増
え
て
い
く�

笹
岡　

淑
子

物
価
高
騰
大
根
の
種
を
蒔
く�

杉
尾　

悦
子

M
C
さ
ん
大
根
足
が
見
え
か
く
れ�

大
和
ケ
ン
ト

◆
個
人

立
ち
ど
ま
る
青
空
と
花
新
緑
に�

（
東
）
辻
本
美
佳
子

霧
の
中
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
は
風
情
あ
り�

（
東
）
早
川
キ
ミ
エ

呆
ケ
防
止
吹
矢
の
的
も
ぼ
や
け
見
え�

（
東
）
増
田　

芳
之

旅
の
計
懐
元
気
な
ら
可
能�

（
北
）
か

ん

い

ち

祖
国
は
一
目
平
和
で
も
こ
わ
い
国�

（
北
）
北
野　

利
一

災
難
は
コ
ロ
ナ
で
な
い
の
に
隔か

く

り
さ
れ�

（
北
）
宮
内
美
栄
子

カ
タ
ツ
ム
リ
宿
を
求
め
て
紫
陽
花
に�

（
垂
）
小
髙
　
　
肇

新
家
屋
八
軒
並
び
で
赤
児
な
く�

（
西
）
濵
頭
ミ
ノ
ル

薫
風
に
タ
ン
ポ
ポ
ふ
わ
り
空
の
旅�

（
西
）
藤
長　

文
子

へ
な
ぶ
り

へ
な
ぶ
り

病
院
へ
行
き
は
晴
れ
て
て
帰
り
晴
れ

　
　

診
療
時
に
は
土
砂
降
り
の
雨�

（
北
）
清
水　

久
子

短　歌短　歌
花
山
短
歌
会
（
北
区
）

谷
上
駅
の
い
す
に
座
り
て
次
々
と
バ
ス
の
発
着
な
が
め
て
い
た
ら�

礒
元
カ
ヨ
子

こ
の
頃
は
阪
神
が
勝
っ
て
心
の
彈
む
夏
の
夜
空
の
花
火
見
る
思
い
に�

山
田
加
壽
代

皿
い
っ
ぱ
い
こ
れ
も
あ
れ
も
の
バ
イ
キ
ン
グ
は
ず
む
会
話
に
旅
の
朝
食�

清
水　

恵
子

音
も
な
く
雨
ふ
り
そ
そ
ぐ
紫
陽
花
の
ひ
ら
が
な
め
き
ぬ
七
色
の
彩�

古
林　

保
子

我
が
影
を
浮
べ
て
流
る
る
紀
の
川
の
中
州
に
一
羽
白
き
鷺
見
ゆ�

木
下
い
く
子

つ
ば
め
さ
ん
早
起
き
で
す
ね
午
前
四
時
さ
か
ん
な
る
声
電
線
に
鳴
く�

船
崎
め
り
子

◆
個
人

ひ
さ
か
た
に
浴
衣
姿
の
衿
足
を
ひ
と
す
じ
濡
ら
し
散
る
青
時
雨�

（
灘
）
上
田　

節
子

玄
関
の
巣
か
ら
顔
出
す
つ
ば
め
の
子
敵
と
戦
う
我
を
見
る
な
り�

（
北
）
箱
守
喜
久
子

世
界
か
ら
客
を
む
か
え
て
き
の
こ
雲
友
ふ
る
里
で
と
ま
ど
い
と
不
安�

（
北
）
眞
木
香
代
子

東ひ
ん
が
しに
瞬
く
星
も
遠
の
い
て
し
ら
じ
ら
明
け
る
朝
焼
け
の
空�

（
須
）
江
口　

啓
子

明お

お

は

し

石
大
橋
の
西
の
果
た
て
を
燃
ゆ
る
が
に
真
赤
に
染
め
て
夕
陽
し
ず
む�

（
垂
）
堀
江
千
生
子

川
向
か
う
む
か
し
縁
者
が
住
み
し
と
ふ
空
に
泳
げ
る
鯉
の
ぼ
り
立
つ�
（
西
）
増
田　

當
代

も
う
い
い
か
心
の
奥
の
こ
だ
わ
り
を
押
し
出
す
よ
う
に
心と

こ
ろ
て
ん天
つ
く�
（
西
）
松
浦　

妙
子

道
灌
に
山
吹
贈
り
（
蓑
・
実
の
）
無
き
と
和
歌
に
詠
み
た
る
そ
の
人ひ

と
と
な
り為�

（
西
）
水
澤　
　

清

あとがき
　残暑お見舞い申し上げます。
暑さ厳しき折柄、会員の皆様
いかがお過ごしでしょうか。
　先日新聞で「鬼ごっこ」を
幼児教育の現場に本格的に千
葉県富里市で取り入れたとい
う記事がありました。近年、
子どもの体力低下と運動不足
が懸念され「楽しく体を動か
し、友だちと一緒に助け合う
ことを学んで欲しい」とのこ
と。老人クラブの活動もまさ
しく「つながりを持ち、楽し
みながら老人クラブ活動に参
加」しています。暑さに負け
ず皆さん頑張りましょう！

日　　時　：	令和５年 10 月 14 日（土）
場　　所　：	中央区文化センター
	 （神戸市中央区東町 1	1	5 番地）
主　　催　：	兵庫県調停協会（担当：神戸調停協会）
相談担当者：	民事調停委員及び
	 家事調停委員（弁護士を含む）
■問合せ先　神戸調停協会（神戸市簡易裁判所内）
（078）341-7521 （内線 4630）

交通事故
家庭内の夫婦関係
土地建物 近隣関係

金�銭
相�続

 お困りの方お困りの方
などでなどで

����最高裁委嘱「調停手続相談」無料無料
調停委員が調停のメリットや手続きについてご説明いたします！

市老連からのお知らせ市老連からのお知らせ
ボウリングボウリング大会開催！！大会開催！！

　フェニックスプラザ長田にて、ボウリン
グ大会を開催します。お問い合わせは各区
老連スポーツ部会まで !!
� スポーツ部会

令和 5 年 12 月 8 日（金）
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